
一
止
口
一

門

口

町

抽

戸

門

主

#
T

ハ

v

t
支

~

d

ロ

時

也

〉

一
実
い

鳴門教育大学情報教育ジャーナル 1， 77 -86， 2004 

小学校における ITを活用した学習指導についての実践事例報告

ーコンビュータを活用する力の育成一

安田哲也*木下光ニ¥坂田大輔*

長野仁志¥阿部利幸**

鳴門教育大学学校教育学部附属小学校における 1Tを活用した学習指導についての実践報告。小学

校におけるクライアントサーバーシステムの構築や「コンビュータを活用する力」の学年別指導内容

の設定による学習環境の整備とそれを利用した授業 11ねん 1くみおもしろアルバム(第 1学年)J 

「町たんけんマップを作ろう(第 2学年)J 1春のはくぶつかん オープン(第 3学年)J IYahoo 

Messengerを使って交流会をしよう(第 4学年)J 1心のふれあいを求めて II~ ヒロシマに学ぶ~

(第 5学年)Jの実践事例報告である。

〔キーワード:小学校 デジタル機器の活用 総合的な学習の時間〕

1.はじめに

滋桝研究室

カラーレ}ザー

子どもたちが，コンビュータをはじめとする

デジタル機器を授業の中で効果的に利用できる

ようにするために 「コンビュータを活用する

力Jを育成することと，そのために必要な環境

の整備について鳴門教育大学学校教育学部附属

小学校で、の実践を報告する。

II. 附属小学校の IT環境について

本校では，子どもたちが利用することができ

るコンビュータを，各教室，視聴覚室，メディ

アセンターと分散して配置ししミつでも使える

ような環境Jと一斉にスキルを学習できる環

境」の両立ができるようにしている(図 1参照)。

このような環境では どのコンビュータを利用

しでも，自分のデスクトッフを表示したり， 自

分のファイルが簡単に取り出せたりすると便利

である。そこで，ネットワークを利用して，移

動プロファイルを使うことにした。子どもたち

それぞれがアカウントを持ち，どのコンビュー

タへログオンしでも同じフロファイルが利用で

きるようにしたのである。こうすることで， 自

分のデスクトップにファイルを保存したり，

ショートカットを作ったりでき，必要なファイ

ルへのアクセスが簡単になるとともに，インターネット

で調べものをする際に 自分の過去の履歴やお気に入り

室毛ノクロレ日ザー

6年
組 2紙 3総

4年

1組 2総 3組

1紙 2緩 3緩

5年 3年

GA1EWAY 

約湾中学校へ

図 1 附属小学校コンビュータ配置図

から必要なHPへアクセスできるようになった。さらに，

グループポリシーにより ローカルコンビュータへのア

*鳴門教育大学学校教育学部附属小学校

**徳島県鴨島町立鴨島小学校
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クセスを制限するとともに，マイドキュメントを，子ど

も専用サーバーの各自のフォルダへリダイレクトでつな

げ，サーバー上の共有フォルダに， ドライブレターが割

り振られるように設定した(図 2)。こうすることにより，

子どもたちが不用意にシステムファイルにアクセスして

不具合が出る可能性が少なくなった。また，子どもたち

のデータをすべて，サーバーで管理できるようになるの

で，パックアップ等の作業も簡単になった。

胸膜開園圃圃・-開閉棚田聞週
フ?イ}~吃) 議集響楽来総会議記入号線 "J加Jt.(設 へJ

紛れ v 醐事・斗1 議検繁滞Jt.普通難緩;議議よ X

?ドレ児島)lL識別寸!t:'J.-t;"，，]  ~l事動

'fusyo-書erver草子どちドキ-1メン
持2003入学・(f)飽鎗官給:)
ネットウw クドライフ

合計サイズ、 25.5GB 

CD-隊)M(0) 

図2 マイコンビュータの中のドライブ

田. コンビュータの利用の用途

本校では，コンビュータを次のような形で利用してい

る。なお主な使用ソフトは，表 1のようなものである 0

1 情報を収集する手段としての利用

総合的な学習の時間や各教科の学習で，必要な情報を

収集する方法として〈インターネットや図鑑・百科

事典ソフトを利用する。学習の中で生じた問題を解

決するために，コンビュータ上にある情報を収集し，

解決にむけて活動するという利用方法である。

2. 収集した情報を整理するために利用

様々な方法や活動で得た情報を，表現したり発表

したりするために整理する方法にも様々ある。この

方法の 1っとしてコンビュータがあげられる。デジ

タルカメラで撮影してきたものを取り込み，それを

文書に張り付けて編集したり 収集したデータをわ

かりやすく表現したりするという利用方法である。

3. 整理した情報を発信するために利用

活動やその活動から学んだことなどを，広く世間

に問い，評価を得るために，ホームページなどで発

信するという利用方法である。図 3は，合同はぐく

みの中で， 5年生が作成した徳島の町紹介のホーム

ページである O
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表 1 主な使用ソフト

用途 ソフト メーカー

ワープ口ほか 」太郎スマイル JUSTSYSTEM 

プレゼンテーション 発表名人 JUSTSYSTEM 

ホームページ作成 ホームページビルダー IBM 

百科事典 エンカルタ Microsoft 

辞書ユーティリティ ドクターマウス JUSTSYSTEM 

画像処理お絵かき キッドピケス ブロダーバンド

教育支援 SKY MENU Sky Think System 

ブラウザ Internet Explorer 九1icrosoft

コミュニケーション Yahoo Messenger Yahoo 

図鑑 種々 アスキーほか

4. 相手にわかりやすく伝える資料づくりのために利用

コンビュータを使う利点として，何度でもやり直しが

できる，同じものがたくさん作れる，絵や写真を取り入

れてきれいなものが作れる等が挙げられる。その利点を

利用して，お祭りのチケットや招待状，発表会のプレゼ

ンテーション資料などを レイアウトを考え試行錯誤し

ながら作成するという利用方法である。カラーレーザー

プリンタの導入で，作成したものをきれいに，素早くプ

リントアウトできるようになり， このような利用の仕)j

が多くなってきた。

5. コミュニケーションツールとして利用

インターネットとの接続回線の高速化に伴い，テレビ

会議やテレビ電話によるコミュニケーションツールとし

て，コンビュータが利用できるようになった。本校でも，

遠隔地の学校との交流などに利用している。

発晃ブ口ジェヲト

私達沼、特紡授業て合同誌ぐくみとも、うものをしていま
す。
このホ}ムページi革、その授業で、つくったMコです。
簿豆島市のことにて)1".てのぜています。
ぜび、みていってください。

図3 合同はぐくみで作成したホームページ
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N. rコンビュータを活用する力」指導計画作成

上記のように利用するためには コンビュータを活用

する力を育成することも大切になってくる。

本校では，コンビュータを道具としてとらえている。

そこで，どのような場面でコンビュータを使うことが，

学習をよりよくするのに役立つのかということを，体験

を通して子どもに理解させていくことが大切であるとと

らえた。そして，子どもの「コンビュータを使ってみた

いJという興味・関心を大切にしながら，適切な場でコ

ンビュータを利用するように導き 実際にコンビュータ

を使う技能も身につけさせていこうと考えた。

そのために，各々の学年において，コンビュータを活

用することの必要性や有効性を感じ取らせ，興味・関心

をもって学習に取り組めるような場を，指導計画の中に

位置づけることにした。この場は 全員が当該学年の学

習内容を習得することができるようになるための時間で

あり，また，どのようにコンビュータを活用することが

できるのかを体験するための時間でもある。

表2は「コンビュータを活用する力」の学習内容をー

覧表にまとめたものである。

v.授業実践事例

，. r 1ねん 1くみ おもしろアルバムJ(第 1学年)

①ねらいと内容

実践の主なねらいは，デジタルカメラやコンビュータ

を活用しながら楽しく作文を書いたり，アルバム(表現

物)をつくったりすることである。そのためには，国語

科ばかりではなく アルバムの題材となる生活科や学校

行事との関連を図ったり スキルを活用するために幼稚

園との連携なども図れるようにした。

実践の内容としては，デジタルカメラで撮影し，コン

ビュータに保存しである写真の中から，自分の思いに

合った写真を選び作文を書いたり表現物をつくったりす

るというものである。発達特性上 過去を振り返るとい

うことがまだ難しいこの時期 作文の手がかりとしての

写真は有効となろう。コンビュータに触れるのは入学し

て初めての体験となるが 楽しんで操作を繰り返すこと

で，必然的にコンビュータの簡単な操作を習熟できるよ

表2 コンビュータ利用の段階

学年 コシ得!十!ビ技のュ能段ータ
活習 階の

ねらい 指導内容
作業の流れ

指導事頃

ネットワーク 情報利用 編集加工 出力 その他の主な技能

0デジタルの特性につい
コンビュータを活用

て理解を深りめる。 意ア図→加工→ -考えを繰{l:りながら，
6年 っかう して，情報を収集{員 ・ 0考えを練ながら，と作 ータ作品 -情報モラル，マナー データベース 作品を 上(1'てい -ホームペーシ 日本語人)] (述文節変換)

整理したり.発 し
たりする。

業を進めていくこ の →公開 く。

よさを感じる。

0文字両像音声・劃J 日本語人均 ローマ字表を見ない

画などは，すべてデジ
左Iiiiえ

5f下 タルとして処理された
-イシターネット・ ワープロ等のアブn，記録されたりして
ネットワーケの意 リケーショシを 文字の配置 中央揃え

いることを知る。
味の理解幸日

-インターネットに
使った簡単な表現 右揃えコンビュータを千か Oコンビュータ上のデー よる検索真の長短ト一一一一

して必要な情報を収相 タは，移離れていても簡
-個人情の保護

情報の偽につい
物の作成

ブレゼン
意T 凶争力日 r→ -セキュリティの必 -レイアウト等の工 キーボードによる日本語入力

わかる 集・繋均したり， 単に動したり，取り
ータ・作品 著要性の理解 て外の部配情慮報の引用， 夫

アーンヨ/

子に伝わりやすいよ 扱ったりできることが -電子メール フ寸ント

うに表現したりする。 わかる。
作権に対する配

利用
-異なったアブリ

慮 ケーショシ間での フォン卜→Tイズ
4年 0ネットワークのよさを

(・共同作業による
作品の蓄積

コピーとぺース卜 文字 文字飾り感じる。
表士見 文字入力

Oレイアウト等の工夫が
色

簡単なことのよさに気
づく。 検索エンジシの利用

ウインドウの切り脅え

ウインドウの干多重力

パスワードの変更

3年 コンビュータのロッケと解除
0文学画像音声動

アンドゥ画などは，すべてファ
絵や画像単を中心と

イルとしてコシビュー
した簡な表現 かな変換(文節)

タに保存できることが.
ファイルの保存， 日本語入力

体験を通してわかる。 .rユーザー」の照解 聞く
人ナj文字種の切り替え

ト一一一 0コンビュータ tの子一
コンビュータを使しっ タは，簡単に編集や再

(パスワ←ドの自己
. CD-ROM >¥'イシ 移単部サイズの~撚更 最大化

なじむ
て簡単な表現を た

利用すができることを{本
意図→加工→ 管理)

ターネットを使っ
品の置きえ 印刷物戸ヨ ウインドウ 員小化

り 必要な情報を収
験る。

作品 コンビュータが相
ての諦]べ活動

動 (音 )

集したりする。
Oコシビュータトのファ

互に接続されてい ーアブリケー サイズの変更

イルは，コピーがいく
ることの理解 ションでのコピー

IME の起動
とぺース卜

らこでとをも，体簡験単するに。できる -カット IMEの終 f
2年

0編集・加工が簡単なこ
-簡単な文字入力

日本語入力 マウスによる文字入力
とのよさを!~じる。

確定

削除

ファイル開く

ファイ)1<の保存

パソコシの起動

Oコシビュータを使うこ ユーザーの理解
選択 パソゴシの終了

とを経験することに (ログオン・ログ
-電源ブの on，off クリック

l年 ふれる
コンビュータの扱い よって， 'nこ青入幸日力カさtコン 意図→作品

オフ) .CD-ROMソフトの
-ア リケーション -印刷物F' 

を体験する。 ビュータ l れた -他の人に迷惑がか 使J.jj
の起動平IJと終了， 簡

(・音 ) マウス 夕、ブルクリック

りり，するまたこ，と出にふfJれされる。た
からない使い }jを

単な用
する。 ドラッゲ

印刷
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写真 1 公園探検でデジタルカメラ使用

うにした。

②おもしろアルバム作成の手順

⑦コンビュータによるアルバム作成(教師)

まず担任が，コンビュータのアルバムソフトで，写真

2のようなアルバムを作成した。収録したのは，子ども

達自身が学校探検や公園探検のたびにデジタルカメラで

撮影した宝物の写真や，教科や領域，行事など 1年間の

学校生活の様子をデジタルカメラで撮影した 3500枚ほ

どの写真である。子どもたちが作文にしたい場面の選択

肢が広がるように配慮して作成したものである。 使用し

たアルバムソフトは，フリーソフトの「アルパム蔵衛門」

である。

写真 2 コンビュータで作成したアルバム

①写真の選択

コンビュータやアフリケーションを起動し，アルバム

から写真を選ぶ活動を実施。グループ4人に 1台のコン

ビュータを使用し，遊び感覚でお互いに楽しんで学び合

いながらすぐに操作を習得するととができた。

。写真の印刷・作文

選んだ写真をカラーレーザープリンターで印刷し，両

用紙に貼り付けて作文を書くという活動を行った。写真

を見て書く作文については，自己評価カードには写真

を見て書いたら思い出せた。J i楽しかったことが思い出

せた。Jのような内容がたくさん書かれていた。普段より

鉛筆がよく動き，楽しんでいるように見られた。

のおもしろアルバムの完成

つなぎ合わせておもしろアルバムの完成である。活動

80 

後の自己評価カードに 次のように書いた子どももいた。

おもしろかったアルバムづくり

アルバムづくりをしました。文がきらいだ、ったけど，

アルバムづくりのおかげでかくのがたのしくなりまし

た。アルバムづくりはとってもたのしいです。いっぱ

いアルバムをつくりたいとおもいます。アルバムをつ

くるときとってもわくわくします。おしゃべりしなが

らしました。

③幼稚園との連携

隣接する附属幼稚闘とは年間を通して交流活動を続け

ているが，今回も園児を小学校のコンビュータルームに

招待し，アルバムを紹介する活動を行った。

紹介の方法は 2通りである。模造紙に写真を貼り説明

を書いた表現物による紹介と 実際にコンビュータのア

ルバムを A 緒に操作しながら説明するという方法である。

コンビュータによる操作の方法は 1年生が園児に i2

回クリックすると写真が出てくるよ。JiXボタンを押し

たら写真が消えるよ。」と説明しながら楽しくアルバムを

見ていった。

写真 3 幼稚園の子に小学校生活を紹介

2. 町たんけんマップを作ろう(第 2学年)

本単元のねらいは，①自分たちの生活は地域の人々や

様々な場所とかかわっていることが分かり，それらに親

しみをもち， 人々と適切に接するととや安全に牛活する

ことができるようにすること ②身近な自然を観察し，

四季の変化や季節によって生活の様子が変わることに気

付くことができるようにすることである。さらに，デジ

タルカメラでの情報収集やコンビュータを使つての去現

などを通して，情報機器のよさに気付かせるとともに，

それらの操作に慣れさせたいと考えた。

本単元での表現の方法として，次単元を見通してコン

ビュータを利用することにした。次単元では， 子どもた

ちが作った表現物が，複数枚必要になってくるので，表

現物を簡単に複製できるデジタルの特性が生きてくると

鳴門教育大学情報教育ジャーナル



写真 4 文字パレットによる入力

写真 5 00博士掲示板

考えたからである。子どもたちが この活動を通して，

デジタルで保存する利点を知り，今後も活用していこう

とする意欲がもてるとょいと考えた。

活動内容は， 自分たちが見つけた宝物をもとに，探検

マップに貼るシートを作ることである。その方法は，ま

ず，教師iが，子どもたちが探検で撮ってきた写真をアル

バムにする。子どもたちは，そのアルバムで写真を選び，

コピー&ぺーストで一太郎スマイルに貼り付ける。貼り

付けた写真の下に説明文を加える。説明文は，文字パレッ

ト上からの文字入力と 手書き文字のスキャナーによる

入力とを子どもが選択できるようにした。

操作方法を知る手がかりとして IKnow HowJより

IKnow WhoJ を重視した。具体的には，自分の得意な

操作を自己申告させ 00博士とし 他の子がそれを見

て教えてもらうことができるように ホワイトボード上

に掲示するようにした。この00博士を取り入れること

で子どもたち同士での教え合いが活発になり，結果的に

様々な機器をスムーズに利用できるようになった。

3. 春のはくぶつかん オープン (第 3学年)

①春のはくぶつかん オープンまでの見通しをもっ

自分たちが見つけた春らしさを表現したものを展示し

No.l (2004) 

たり，来てくれた人が春らしさを感じて楽しんでもらえ

るようなコーナーを設けたりして，春の博物館をオープ

ンさせようという子どもたちの願いがこの学習の出発点

であった。

オープンまでの準備には，招待状やチケット，ちらし

などの準備も含まれる。この準備するために，子どもた

ちからコンビュータを使いたいという意見が出されたc

話し合いの中で手書きの方が心がこもっていていい」

「手書きの方が工夫しやすい」という意見やコン

ビュータだと一つ作れば たくさん同じものを簡単に印

刷できるJIコンビュータだと，文字もきれいだ」という

意見などが出された。その後「コンビュータでつくって

おいて，手書きで宛名や絵を書き足したらいしりという

方向で子どもたちの意見は落ち着いた。

②発表の準備と練習をする。

子どもたちは，これまでの学習を振り返って発表の

テーマを決め，その準備をした。育ててきた植物の生長

の様子や昆虫の活動の様子などについて原稿をまとめ，

わかりやすい発表ができるように練習した。

③招待状などをつくる

その後，いよいよ 招待状やチケット，ちらし等を作

る作業へと取りかかった。

操作に不慣れな子どもたちも 小学生向けのワープロ

ソフト等を利用して，苦労しながらも夢中で作業に取り

組んだ。

早く作業が進んだ子 コンビュータの操作が得意な子

は， 自分の名前を板書した。これによって，子どもたち

は，誰に教えを求めたらよいのかがわかるようになった。

また，マニュアル類も，子どもたちが作品を仕上げて

いくときの助けとなった。

子どもたちは，次の 3種類のマニュアル類をもってい

た(次ページ図 4)。

⑦基本的な操作方法を手引きするもの 0

. Windowsのデスクトップ

・コンビュータで文字を書く (入力する)には

-作品を残しておく(ファイルを保存する)ためには

.一太郎スマイルを使おう

①実際の作業の手順を手引きするもの

-かんばん用， しょうたいじよう・チケット用

。困ったときの対応について手引きするもの

これらのマニュアル類の中から 子どもたちは自分が

必要なものを見て作業を進めるのだが，それでも，数枚

のマニュアル類を使いこなすことは容易なことではな G)0 

また，マニュアル類だけでコンビュータの操作方法や作

業手順が理解できるものではない。子どもたちは，教師

の呼びかけに応じて液晶プロジェクターを使つての説明

を受けたり，友達に助けてもらったりしながら作品を仕

上げていったのである。
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図 5は，子どもたちが使っ

た招待状の雛形の一つである。

これを利用すると，比較的簡

単に，作品を仕上げていくこ

とができる。

図6・7は子どもの作品で

ある。

図6では，雛形の中の絵や

レイアウトはそのままにして，
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図 7K児の招待状

時間がかかるが，ソフトキーボードを利用して入力する

ことを基本に支援した。

④会場の準備をし，春のはくぶつかんオープン

コンビュータを使った活動を終えた子どもたちは，招

待状やチケットを配ったり 校内にポスターを掲示した

りした。ある子は J 年生の学級へ行って，自分がコン

鳴門教育大学情報教育ジャーナル

R児の招待状

ζたにゆきより

図 6
せている。

図7は，おとうさんにあてた招待状である。紙面上部

のイラストを削除して メッセージを書き加えている。

また，お父さん，お母さんのイラストをはりつけて工夫

している。

なお， 日本語入力については，子どもたちはまだロー

マ字を学習しておらず，キーボードで文字を探すのには

招待状の雛形

よt

図 5
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ビュータで印刷したチケットを全員に配って来た。また，

1枚作った招待状を少しずつ変更することによって，自

分がお世話をしてもらっている上級生に対して，一人一

人少しずつ違った招待状を手渡す子どももいた。コン

ビュータを使うよさの見えた活動だった。そして，それ

ぞれのコーナーのグループに分かれて，会場の準備へと

活動を移していった。

春のはくぶつかんは， 3日間，昼休みや，休み時間を

利用して聞かれた。

事前にチケットや招待状を配ったり，案内を校内に掲

示していたこともあり，多くの人に教室を訪れてもらう

ことができた。

4. Yahoo Messengerを使って交流会をしよう

(第 4学年)

千 葉県千葉市 立 稲 丘 小 学 校 の 4年生と Yahoo

Messengerや Emailを使つての交流活動を行った。

はじめに，稲丘小学校の子どもより，自己紹介メール

をいただいた。それをもとに， 1対 1で交流できるよう，

子ども一人一人が交流相手を決めた。その際， 自分の興

味・関心，相手の趣味・特技，交流を深めて教え合いた

い事が互いに一致するよう選んでいった。

その後， Yahoo Messengerを利用して指導者同士が打ち

合わせやテストをした後，子どもの交流が始まった。実

際に YahooMessengerを使つての交流は，計 4回で，そ

の方法としては，自己紹介やクイズなどを行った。交流

をした後の子どもの感想は，下の通りである O

また，授業後のアンケートでは，全員が，今後ともこ

のような方法で遠くの友達と交流したいと望んでいた。

0テレビ電話は，相手の表情や様子を見られるので，

いいと思う。声や顔が見られてすごいと J思った。

Oメールを打っているときもどきどきした。なぜかと

いうと別の県の学校の人と交流できるから。

Oとてもわくわくして，どんなお友達かなという気持

ちがとてもよかった。テレビ電話はその子の顔が見

えて声も聞けるから楽しい。

O思ったより簡単。面白かった。

0たのしかった。これからも続けたい。

0メール打つのが大変だけど，相手に届いて，また返

事を返してくれるのが楽しみです。

今回は，相手方のシステムの関係もあって， Yahoo 

Messengerを使ったテレビ電話での交流となったが， IT

がコミュニケーションツールとして十分活用できること

を子どもたちは体験できたと思われる。これを機会に，

交流だけでなく共同学習や共同研究などに積極的に利用

していくことができるようにしていきたい。

NO.l (2004) 

写真 6 教室でのテレビ電話の様子

5. 心のふれあいを求めて II，，-，ヒロシマに学ぶ~

(第 5学年)

本単元は， 1学期に子どもたちが立てた 1年間の総合

学習の計画の中に位置付くものである。 5年生の総合学

習は「心のふれあいを求めて」というテーマで貫かれる

ことになったが，そのねらいは様々な立場の人々と交

流することを通して， 自他の命や人権の大切さが分かる

ようにするとともに 自分の生き方について考え，生活

することができるようにする」ということにある。

ただ，本単元の場合は，活動における人とのかかわり

による「心のふれあい」は少なく，被爆者の方のお話，

かつて起こった出来事，残っているものをもとにして，

人間の生き方について考え，その考えを自分以外の人々

に発信することにより「心のふれあい」とすることにな

る。

子どもたちの学習活動は，次の通りである。

①平和について，今の考えを出し合い，自分の課題をも

つ。

②ヒロシマについて調べ，現地での学習における目的を

明確にする。

③平和記念資料館，原爆遺跡等の見学をしたり，被爆者

の方のお話を聞いたりする。

④調べたことをもとに平和についての考えをまとめ，プ

レゼンテーションをつくる。

⑤全校はぐくみ祭りで，発表する。

⑥単元を振り返り，学習の記録を製本する。

今回は，④の活動に焦点をあて，時間の経過に沿って，

実践の概要を述べる。

平和についての考えを各自がまとめた後，発表に向け

て表現方法についての話し合いを行った。

「模造紙にまとめるJI画用紙を何枚か使ってまとめる」

「紙芝居にするJなどして， 1学期に行った屋台形式で

の発表をするという意見が多かった。しかし，昨年，コ

ンビュータを活用してフレゼンテーションを行った子ど
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もの「書き間違えても直すのが簡単JI写真や絵を自由に

配置できるし，位置を変えるときはすぐ変えられるJI文

字の種類もたくさんあるしすぐ変えられるJI写真をス

クリーンに映し出せば，説得力があるJというような意

見により，子どもたちの考えががらっと変わったのであ

る。このことからはつびょう名人」を活用して各班で

プレゼンテーションを作成し 液晶プロジェクタを用い

てスクリーンに映し出し発表することになった。

この意見を述べた子どもは 4年生の段階で，本;単元

がねらいとしている「コンビュータを活用する力」を身

に付けているといえ そのような子どもが各班に 1人は

いた。そこで，その子どもたちをプレゼンリーダーとし，

班の中で教え合いができるようにした。班は 6~7 人で

構成されているので 1人最低 l枚のスライドを担当し

て作成することで全員が「コンビュータを活用する}jJ

を身に付けることができるよう配慮した。また，下のよ

うなマニュアルを作成することで 教え合いと相候って，

子どもたちが主体的に そしてスムーズにプレゼンテー

ションを作成していけるのではないかと考えた。

さて，表現万法が決まった後写真を使いたいのです

が，どうしたらいいんですか。j という質問があった。こ

れを機にネットワークの意味の理解 よさの実感へと話

は進む。今同，広島で撮影した写真は，すべて Ifusyo-server 

のみんなのフォルダJ(ファイルサーパー上の共有フォル

ダ:各ケライアントの日ドライブにドライブレターが害IJ

り斗てられている)にフォルダをつくり，各画像にブア

ブレt1'/テーションを作ろう

総量量を{憶えるだヴ(J)発表ではありません.

自分たちが見てきだことl聞いたことをちとに考えだことを伝えるのです

事事務名人の使い方

1 rスタートj→「発表名人」→「新しく作るjの|瞬にクリッヲします.

2 力ード131;;:.el分の主埋め議slこし(f郭 511磁)，f繍jをクリックします.

3 タイトルめデザインを選んで.rorJ 
をク，)::;クします.

(売さ1"11作成したスライドは，白紙

のデザインを選んでいますJ 譲

「白紙JをクリックするとI臼紙を選

んでいてもちのようにデザインを変

えることができます.

タイトルCIまあのように班のテ

ーマち容さきま亨.

〈究生16.，白紙iこ写真を16.'つつけ.女

学をl\n~しだ。)

写真 7 プレゼンテ-ションを作成

イル名を付けて保存しておいた。それは， 子どもがlf!1I像

の取り込みをすることがねらいではなく，ネットワーケ

の理解，よさの実感にあるからである。まずは，サーバー

とクライアントの関係についてスケリーンに映し山した

画面でネットワークの意味，実際の活Jtj方法について説

明した。すると，子どもからは視聴覚主でなくても，

教室(その当時はグループ学習室)でもフレゼンつくれ

るね。JI誰でも，その写真，使えるよけという声があ

がった。実際にそうすることで ネットワークのよさを

子どもたちは実感することになった。

この説明の後，図 8のマニュアルを存班に配り，プレ

ゼンテーショシの作成に取りかかった。 4A、JrHl(その期

間の休み時間も合む)で行った。フレゼンリーダーを指

写真をはりつける場合に以.r絵や写

真j→「ほかの持層所力、ら」→「マイコンビ W

2ータJ→「みんなのフ才)[，ダ」→I修学

旅行画像J→「原爆遺跡」またはfヒロシ

マ1Jfヒロシマ2Jの順番でクリック.また

はダブルクリックしていくと.次のペー

ジの画面のように.左側に画像がでてき

ます.その中から使いたい画像を選び，

マウスのきEボタンをおしたまま，スライド

の万へ持ってきます(ドラッグ).

をはる」をクリックします.

文字は，色や大きさ，フォン卜(文字の橿

類)などを蛮えることができます.

このようにして.1牧のスライドができあがコたら.r新しいベ ジ」をクリν7して，

:!J!.のスライドを作ります.

ここには，スライド作成め基本的な方J去のみを示しました.r男せ方Jについては

示しでいませんが.r男せ方J'をつ1)，;1クすると、スライド(})出てき方たを決めること

ができます.すべてできあがった時点でいろいろとためしてみましょう.

4 11後に.保存の仕方です.r保存jを

クリックします.カード名はそのまま(班

の番号)1.こしておき， rほかの場所」をク

リックします.すると，石のような画面に

なるので.みんなのフォルダをクリシク

し，自分のクラスのつ;;)しダを聞いて.ro 
KJ;をクリックし，ちう一度 rOKJをクリニJク

します.これで，保存できました.

- 2 

図8 使用したマニュアル類
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名しておくことで 子どもたち同士の教え合いが活発に

なったこと，マニュアルを作成したことによって，結果

としてはスムーズに そして自分なりに工夫してスライ

ドをつくり，プレゼンテーションを作成できたといえる。

図9に，ある班の子どもたちが作成したスライドの」

覧を示す。

以上，④の学習活動について述べてきた。ここで，再

度本単元において身に付けさせたい力を記す。

A:ネットワークの意味について理解する。

B:アプリケーションを使った簡単な表現物を作成する。

C:レイアウト等を工夫する。

D:プレゼンテーションをする。

これらを身に付ける過程で，

E:ネットワークのよさを感じる。

F:レイアウト等の工夫が簡単なことのよさに気付く。

ことができるようにするということがねらいであった。

先に述べた④の学習活動の概要 そして結果として，

全員の子どもたちが， 1枚はスライドを完成させたとい

うことから， A， B， Cの力を子どもたちは身に付けた

といえるoAについては説明を理解し，スライドを作成

する際，画像をサーバーから取り出し，貼り付けること

ができていることで あるいは 休み時間に教室のパソ

コンでプレゼンテーションを作成していることで，理解

を実践にうっすことができているといえるのではないだ

ろうか。

さらにはぐくみ祭り」において発表できたことで，

Dの力も身に付いたといえる。

E， Fについては，今回学習の記録としては残ってい

ないのであるが，活動中の子どもたちの声としては視

聴覚室いかんでもいいって便利ゃな。JIどのパソコンで

もほしい写真が取り込めるってすごいな。JI画用紙だ、っ

たらマジックで書いたらまちがえれんけど，パソコンは

まちがってもすくな直せるし こっちに書いた方がいい

なって思ったら，すぐ移動できるなあ。JI文字の色や形

は，みんなで相談しながら，いろいろ変えてみたよ。」な

どがあった。これは，活動中の子どもたちに，私が「休

み時間に教室でもできるってどう?J I画用紙や模造紙に

書くときと比べてどう ?J と聞いた時に，子どもたちが

答えたものである。この声を聞く限り， E， Fも達成さ

れていると思われる。しかし 全員がそう感じているか

どうかは分からない。この検証については，次回表現物

を作成し，伝える時の子どもたちの考えに基づいて行い

たい。

ただ，このような表現物を作成する際，コンビュータ

を活用することが，学習をよりよくするということにつ

いては，体験を通して理解できたのではないだろうか。

このことの検証も先のことと合わせて行っていきたい。

NO.l (2004) 

図 9 作成したプレゼンテーションスライド

VI. まとめ

以上本校でのデジタル機器を活用した実践事例につい

て述べてきた。

「コンビュータを活用する力」を育成するために低学年

からコンビュータに親しむための方法をいくつか実践し

てきた結果，子どもたちはコンビュータを学習や遊びの

道具として活用できるようになってきている。また.高

速ネットワークを利用したコミュニケーションツールと

しての 1T利用も授業の中で十分に活用できることがわ

かった。今後とも 続けて利用していきたい。

ただ，情報モラルの学習については，十分な実践がで

きておらず，今後このことについても研究を深めていか

なければならないと考える。

今後さらに研究を深め，よりよい実践を重ねていきた

。
、、4vし

v

;主 戸』吾-ロ

※ 第 1学年実践事例は 小学館「小 1教育技術 2003

年 1月号」で発表済みである。
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※ 第 3学年実践事例は，明治図書「総合的な学習と教

科学習の未来を拓く」鳴門教育大学学校教育学部附属

小学校著， 2001年発行で発表済みである。
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